
R７年（2025） 
 

直近１ヶ月間の通常流通用抗インフルエンザウイルス薬の供給状況について 

（１１月１６日時点） 

 

１． 卸売業者から医療機関・薬局等への供給量（１０月２０日～１１月１６日） 

 

   ● 合計 約２３７．４万人分 
 

○ タミフル 約１８．８万人分 

（カ プ セ ル   約９．１万人分） 

（ドライシロップ   約９．６万人分） 

 

○ リレンザ  約８．０万人分 

 

 

 

○ ラピアクタ 約１．６万人分 

 

○ イナビル 約５６．６万人分 

（吸入粉末剤   約５６．１万人分） 

 

 

○ ゾフルーザ 約８７．８万人分 

（錠剤  約７８．８万人分） 

（分包  約 ８．９万人分） 

（吸入懸濁用   約 ０．５万人分） 

 

○ オセルタミビル「サワイ」 約５２．８万人分 

（カ プ セ ル   約２５．４万人分） 

（ドライシロップ   約２７．３万人分） 

 

○ オセルタミビル錠「トーワ」 約１２．０万人分 

 

四捨五入の関係で合計が合わない場合があります 

 

２．メーカー・卸売業者の保有量（１１月１６日時点） 

 

   ● 合計 約２，６４９万人分 
 

○ タミフル  約４０６万人分 

（カ プ セ ル  約２１０万人分） 

（ドライシロップ   約１９６万人分） 

○ リレンザ 約１０８万人分 

 

○ ラピアクタ 約４１万人分 

 

 

 

○ ゾフルーザ 約８１７万人分 

（錠剤  約６１８万人分） 

（分包  約１９９万人分） 

○ イナビル  約７００万人分 

（吸入粉末剤   約６９２万人分） 

（吸入懸濁用   約  ９万人分） 

 

○ オセルタミビル「サワイ」 約４７６万人分 

（カ プ セ ル   約３３９万人分） 

（ドライシロップ   約１３７万人分） 

  

○ オセルタミビル錠「トーワ」 約１００万人分 

 

 

 

 

四捨五入の関係で合計が合わない場合があります 

  

 

 

問い合わせ先 

医政局医薬産業振興・医療情報企画課 



抗インフルエンザウイルス薬の供給量 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 10月20日から11月16日の卸売業者から医療機関・薬局等への供給量は、約237.4万人分 

※ 11月16日時点のメーカー・卸売業者の抗インフルエンザウイルス薬の保有量は、約2,649万人分 

 

期間 
卸売業者から医療機関・

薬局等への供給量 

10/20～10/26 19.6万人分 

10/27～11/2 35.8万人分 

11/3～11/9 72.4万人分 

11/10～11/16 109.6万人分 


